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ζ とが知られ，この様式や殺到して理解しようとした試みも多し、。 SHAWl は，マツ腐の分類上
の観点から， 新条の伸長織式1?単加盟(むl1il1odal)と多締盟 (Mul til1odal)に分け， 多ii1i裂が
より進化した月三践とみなした。その後， NH送機式を!1m鈍化する努力はなおれてきたが，盤J:!jj~ れ
たとは認め難い。例えば， LANNER2) は，税ï!fiが不すスギ現状(初生誕)期の{可1:箆鍛~合め，マツ








































?able 1. Coniferous sp唱ciescxamined the shoot growth patt号l'n
Yeal'S after 're 
Tl'ansplant Height Distribution 
(m) 
J<'amily and Species 
l"ml1ily Pinaceae 
Abieb' fil'ma 5mB. ct Zucc. 
CedU1'叫sDeodra LOUD. 
]feiele1'ia d高官idiωt品 BEISS. 






Picea meyeri REHD .ct WILS. 
Pice晶 omoric晶 PUIU¥.
Picea marianιB. S. P. 
Picea polita CARR. 









Taxodium mucronata TEN. 
Fal1ily Cupl'essaceae 
Oalit1'Is dr1出町1ηIOdiBENTH. 自主 HOOK.
01也maecyp匹risobtus品5mB.etZucc. 
Chamaecyparis loU!sonianιPARL. 
Chamaecypal'is pisifera viu・.eq叫arrosal¥1 AST. 
Ch也廿wecyparisthyoides (L.) B. S. p. 
Tlwja plicata LAMB. 
Tlwj也 8tandishiiCARR. 
'I'lwja occidωtalis TJ. 
'I'h思jopsisd01'品brala5mB. ct Zucc. 
CUp1'CS8叫smacrocarpa HAllT‘ 
Cupress叫8arizonic品 GREENE.




Jun台)er18chi吋ensisvar. 8argentii HENRY 




Podocm・pUI macl'ophyll首svar. JIlAXIM. 





































































































ずるネズミサシ (Jωtipel・sltilis KOJDz.)でも， ~，鱗の発述しない単純な形態の冬3fを形成する
点が特徴的で・ある。
ヒノキ科 6)謁 17磁の新条{I/IJ誌は，佐官期間主主i混じて徐々に{f/~'民し，秋まで伸長活動を続ける郡
が多い(図1)。このや1長様式は， 1南半球I:i朕波地とする Callitol'is dl'mnmondu B訟NTH. et 
HOOK (間 1，H)でもl諸機である。ただし， i1J岳地&服路地とする ThujιStandishiiCARR. 
([玄11， G)や Cupl'ess附 ωイ'zonic日 G双EENE(悶1， .Fりなどでiま，伸長俸止がやや阜く， I授
かいJfuお~1ζ分ずがする C包])1'e81(8mac1'ocarpa HART. ([到し J)や J叫nipe1'uschinensis var. 
sargentii HENRY (ぽ11， P)などでは，やや器い傾向が認められる。 Chamaecypa1'Isthyoide8 
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JY刊、 J.chlnensls var. sargontil 
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Fig. 1. Seasonal course of lcadel' clongatioll il sever乱 spcciesof Ct/，pl'esaceae. 




ピノキ科縞物は， アジア雌東部からグリーンラン iごとどで分布する翻もあるが， ζれらの1額:譲E矧で













かけて，かなり訟速な伸長生-民が総められ 9月頃にはほぼ静止する(関 2)。セコイア (Se伊oia
A Taxodium mucronatum 





























Seasonal course of leadel' elongation in several 
species or Taxodiaceae. Open cil'cle; leader・
elongation， closed cil'cle; bl'anch shoot elo担ga-
tion. 
A J J M A M 
Fig， 2. 
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Fig. .3 Winter bud 011 a shoot in scvcral specics of 'l'axodiaceae 
inaceae 
4ト Hヘ


































M A M J J A s 
Fi官・ 4. Seasonal course of leader elongation in several spccies 
of Pinace日e. Open circlc; lcader elongatioll， closcd 
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5. Seasonal COUl'se of le品del'elongation in sevel'al species of genus Picea. 
Open cil'clc; lcader elongation， closed cil'cl巴;bl'anch shoot elongation. 
Fig. 
59 






































Seasonal古OUl'seof leadel' elongation in sOl1le species of 
conifer・0立stl'e. Op告ncircle; lcadcl' clongation， closed 
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Abies 
Fig. 7. Lateral bud in sev邑ralPi叫aceaespecies and short shoot (J・2，J・3)in Pinus 




布する Pseudolarix，Ged1'us， Keteleel'iaの名j潟(関7，B， C， E)では芽鱗閣は滞く， 北方
域まで広がる La1'ix，Picea， Abiesのおj認(図7，A， F， H) では熔い5]~鱗に包まれる。
35鱗は主主観的乾燥を合む冬季の乾;燥に対応したJ討議で， この5[:鱗!こ加えで， ワックスが冬:5fぞ包
ù'適応も，…白I~の栂獄で認められる。
マツ踏とを除くマツ科組物では， 校条原哉の下部{ζクラウン (Crown，関7，H) を宅!ー するのが
特徴である。 L芯WISand DOWING13)によれば， . ζの部分がnr年度に伸長した部分と， 新しい




が比較的に発述した構造となる(関 7，A....C) 0 ζの秘i詳のほとんどの:51:は，輸!:f襲を形成す
ろが，先端付近の続投は伸長し，新技条委形成するo TS1~ga 腐の冬:5fは，楽部議がやや大きく，








et ZUCC.) Iζ認められるだけのようである。 P初倒的nksia流出その他，数磁のマツの冬芽は，ヨミ
の段階ですでに多部?に分かれ(閣 7I I) I 各節のよ端部に長校となるべきl限法が形成おれる。
それぞれの穿の側部にも多数の短枝原誌が形成怠れる。冬穿の内部iこ，当年内l乙校となるべき穿
が)!i命控しで形成主れる鱗造も，マツ属だけに見られる特徴である。
Abies， PSwdots1l{Ja， Keteles1匂の各j潟では， 当t母校の館関lζ生じた穿が， 秋までに:tt~:また
は枝芽として形成8れ， 3翌年の司容に開花または枝として伸。民ずる。 PiceaJ，認ではI 1t?5fの分化j剖
は濃いようで，Picea sitchensis CARR.16)の:tt3f.は，冬の段階では認められず，務lζ冬3f.がふく
らむ過程で分イじするといわれる。 Picea，'1'sl{Ja関脇では， 技の先端付近の芽がJ!fiE11:iになる例が




閣によって様々であるために， 報告例が多い。l!ji節挫のアカマツ (Pi匁附 densiflora8mB. et 
ZUCC.)冬芽の下部の短枝蹴裁は関 7，J-l， cで示したように， 鱗片だけを形成し， 張が
伸長しない。その上側部に並ぶ熔校駅訴は雄花に変わる(悶 7，J-l， b)。先端部分には践
校となるべき康法が形成され，その…部がnijE花17)Iζ分化する。針・誕を伸ばすひとつの短校は，小
おな~t::長点とそれぞ包む穿鱗からなる (J- l， a， J-2)。務になり，冬穿がふくらむ壊に，
生長点の周閣に誕郡部が形成され，砲によってほほ決まった数の針諜が伸ぴ出し，生長点l立中央
部lζ浅される(1爵 7，J-3)。この葉原2訟の発逮過程は BOLLMANNand 8 WEETI9) tζ詳しL、。
接続管E誌のマツ矧のJ!fiE花は， 冬芽の形成期， すなわち前年の秋墳17，19，20)Iζ分イじするので， 多
節の冬芽を形成するマツでは，間t花は各部?の持の先端lζ多段lζ形成される。:t?5fの分化期は，
Free growthを示す Pi先制 eliotii'l'NGELM.でも，イ自のマツと閥時期20) である。 ζのJ:IHI留で，











アカマツ，クロマツ (Pi側 sthunbe1'{Jiana FRANCO) iζ践して，矯諮17)が相詞税をとるよう










(2) マツ!諸における PreeGrowth の当~~L~




OWSTONは， lji節取とみなされる Pin1iSStl叫 1iSL.の新条伸長iこ， 通常の伸長と， さらに




しば認められるとしているo わが国[ζ分布するチ詔ウセンゴヨウ (P.lcoraiensisSIEB. ct ZUCC.) 
や rl~協の臼松 (P. b1mgeana ZUCC.) 1こも認められる。 OWSTON と I1ANNEHの矛踊は，単純管
取のマツ矧の長校の分イ七が遅い21)ことに牒闘していると j諒われる。 また， これらの倒は， free 
growth I乙!羽ずるものでなく，ノてンクスマツ摺の冬芽形成とつながるもので， マツj潟{こ内殺する
…椴的性慢であろう o
照子から発生す嶋る子3誌の腿/Jrrt iJ Iき続き， マツE誌では， --'~f 取の幼誕(初誕)が{1ft び f:J付崎。
このj変!年?での主ilq!J{r!1:長は， 成木の{tfl長型選とは明らかに典IJ:るo i'fiネ:の日長効巣!こ関述して， こ
の段階での伸長測定例は多い。アカマツ2446}， クロマツ27〉， ワ』ウキコ‘ウマツ 27) (P. luchuen-









ようになるが， このj弱!簡は:m1類によってjj聖なる。~ ::Jウキュウマツ 27)では，j;(定ずるまでに 7，
、 81，ドイ世襲し 2I:r:!t:の簡では4問 3 のlr[でも 3181の flushが認められる例もある。
fいj!1白木{ζ認められる不規則な{Iび方は， 1]1こマツj戊だけに認められる性質ではなL、。トドマ
ツ (Abiessachalinens'is MAST.) ，カラマツ (Larixleplolepis GOIWON)などの例はよく 91ら




べたように， f白木の frceg'l'owth は， マツj認に限らず多くのマツ科梢物lこ認められた性質であ
63 
った。 ζ の性質が)~木の j謝料でも維持された場合，テ…ダマツ取の{111後様式が形成されることは
Iy]らかである o SHAW刊行)1:30)は， {I/I長級式の起ib;lζ論及せずに， .Il~-加盟の掠式がいJI~'Bi と









マツ鰐の伸長~長正むの新!日 lこ関する判断は， 出企物学的な解明によらなければならないが， !IIf 
被引に示した閣は!で， この分野からの解明は困難であろう。 ζの関閣にl到しでは，別のず・法，す
なわち， マツ j湾内のIDì投下に発現する JI~f~上の比if淡から I 1照明がl可能であるかもしれない。 ζのj誌
に慨しでは機会委改めて検討したい。
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Resume 
In relatioll to diverse formation of new shoot il1 the genus Pin1ls， seasonal growth of shoot 
and anatomy of wintel' bud in many cOl1iferae wel'e eXa1nined， which had been planted undel' 
naturaI conditions at Kyoto. Shoot gl'・owthpattern in coniferous trees were related with 
mOl'phologIcal structul'e of bud， l'esulting species group of taxonol1y. C1tpl'eS8日ceaespecies 
whieh have a very simple bud showed a sil1ple slow growth p乱tterl1continuil1g dur・Il1gthe 
gl'owing、seasol1 (Fig.l). Growth eoursεs of Taxodiaceae al'e rather affected by seasnality 
espeeially in deeiduous species (Fig'.2). Exeept fol' pines， g1'owth pattern of Pinaceae speeies 
shows one sin宮leflush 01' the mo1'e s君asonalg'rowth， whieh have a very completed wintel'・
bud (Fig.4，5， Fig.6-J， A-G). 
The diverse formation of llew shoots il1 pines COl1es from the natul'e of fl'ωgl'owth and 
fo1'matiol1 of multinodal bud as seen typically il1 Pintts l'adiata D. DON. Buds in pines are 
made from the mass of shol't shoot pr・il1odia(Fig.7，I，J). The long shoot in the multinodal 
bud seel1ed to he formed by diffel'entiation fl'om the initial primodia of a ShOl・tshoot. 
Another feature of free growth seel1ed to ol'iginate fl'ol1 the nature often seen in the youl1g' 
stage of pine seedlings. If the diverse fOl'matIon a1'Ises from the n且turestated ahove， the 
evolutiol1al perspective on shoot g'l'owth type may differ・fromtha t proposed by SHOW (1914) . 
